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【BOXスコア】

【戦評】
全九州大会１回戦、沖縄県２位興南対佐賀県１位佐賀東との対戦、興南のスターティングメンバ―は、＃5、＃7、＃8、
＃11、＃17、佐賀東のスターティングメンバ―は、＃4、＃7、＃10、＃13、＃38で試合開始。第1Q、興南はオールコート
のマンツーマンプレス、佐賀東は1-2-2のゾーン。興南#17のバスケットカウントでスタート。興南は早い段階で選手を総
替えし、ゾーンディフェンスへの対応を指示。佐賀東は#38の3Pで流れをつかむも、興南の激しいディフェンスに苦戦。
1Qは両チームのディフェンスのを生かした展開となった。第2Q、佐賀東はマンツーマンに切り替えるも、興南にオフェン
スリバウンドを支配され点差が開く。ここで佐賀東がタイムアウト。しかし、佐賀東はオフェンスの流れがつかめず、興南
の早い展開で失点していく。13点差ついたところで佐賀東が2回目のタイムアウト。2Q終盤は両チーム一進一退の我慢
が続いたが、残り７秒で、興南#7のバスケットカウントからオフェンスリバウンド支配し、興南#11の3Pで突き放し前半終
了。前半は激しいディフェンスから着実に得点を重ねた興南が持ち味を生かしてリードを奪った。第3Q、佐賀東はゾー
ンディフェンスに切り替え流れをつかみたいが、開始早々、佐賀東#4が4回目のファール。興南の早い展開から#5のア
リウープがバスケットカウントとなり、佐賀東がタイムアウト。興南はメンバーを変えながらも、激しいディフェンスから速
攻で得点を重ねていく。佐賀東は#10、#38からオフェンスの流れを作りたいがなかなかリズムが作れず、24点差で第
3Q終了。第4Q、佐賀東は早めのタイムアウトで何とか点差をつめたい。点差が開き、興南はメンバーをどんどん入れ
替える全員バスケで100点ゲームで試合終了。1Qはお互いにオフェンスの固さが見られたが、2Qから興南の激しいディ
フェンスと高さを生かしたリバウンドからの速攻が佐賀東を大きく上回った試合であった。

【戦評記載者】 横屋　信夫

福岡県バスケットボール協会
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第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡市総合体育館

日時 平成31年3月23日

第1副審 岩尾 圭治
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コート Bコート 第1試合
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